大分ケーブルテレコム（株）
私は、昨年の1月から徐々に就職活動を始めました。就職活動といっても、最初は何から始めていいのか分からず戸惑いました。しかし、とりあえず行動しようと思い、大分県内や福岡県で行なわれる企業合同説明会や就活セミナーには、積極的に参加しました。そうする中で、就職への意欲や良い意味での焦りが出てきました。そして、6月に株式会社大分ケーブルテレコムから内定を頂くことができ、私の就職活動は終わりました。
就職活動をした中で私がもっとも大切だと感じたのは、早く始めるということです。早く始めることで、欲しい情報を多く得ることが出来るからです。また、広い視野で物事を見ることも出来るようになり、新たな可能性を発見出来ると思います。次に、大切だと感じたのは、面接です。SPIや一般常識を勉強するということも大切ですが、特に面接には力を入れて取り組んだほうがいいと思います。面接は、必ず緊張してしまうものなので、何回も練習や実践をつんで慣れておくことが大切だと思いました。緊張していても、自分の思いや熱意を伝えるために、長い文章を考えていてそれを述べるよりも、箇条書きにして3点くらいを簡潔に述べるのもいいのではないかと思いました。
今回のガイダンスで、自分の就職活動の体験を振り返り、就職活動期間中は未来への不安や焦りで大変きつかったですが、この経験のおかげで自分が成長できたと思います。また、少しではありますが、自分に自信がつきました。そういう意味で、この期間は、自分の人生においてとても大切な期間だと思います。平成25年卒業予定の学生たちにも、精一杯逃げずに自分と向き合って、乗り越えて欲しいです。応援しています。
